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②

　災
害
が
大
き
く
な
る
ほ
ど
、

行
政
の
救
援
・
支
援
は
届
き
に

く
く
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

状
況
に
陥
っ
た
と
き
、「
自
助
」

や
「
共
助
」
は
大
き
な
力
を
発

揮
し
ま
す
。
災
害
対
策
は
「
自

助
」
「
共
助
」
「
公
助
」
の
３

者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
応
じ

て
対
応
し
、
連
携
す
る
こ
と
が

理
想
で
す
。

■
自
助
　自
分
で
自
分
を
助
け

る
こ
と
、
自
分
の
身
を
守
る
の

は
自
分
と
い
う
こ
と
で
す
。
災

害
に
遭
っ
た
と
き
真
っ
先
に
対

応
す
る
の
は
個
人
や
家
庭
で
あ

る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

■
共
助
　近
隣
が
集
ま
っ
て
共

に
助
け
合
う
こ
と
で
、
個
人
で

は
対
応
不
能
な
こ
と
も
可
能
に

な
り
ま
す
。
近
所
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
手
を
取
り
合
う
こ
と
で

多
く
の
困
難
も
克
服
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

■
公
助
　市
を
は
じ
め
国
や
県
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
各
社
な
ど
公
共

性
の
高
い
企
業
な
ど
に
よ
っ
て
、

救
助
活
動
や
支
援
物
資
の
提
供

な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　東
海
地
震
、
東
南
海
地
震
、

南
海
地
震
は
、
い
つ
起
き
て
も

お
か
し
く
な
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　こ
れ
ら
の
地
震
は
単
独
で
は

な
く
、
同
時
に
起
こ
る
可
能
性

が
高
い
と
い
わ
れ
、
そ
の
被
害

は
甚
大
で
広
範
囲
に
わ
た
る
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
近
年
、
気
候
変
動
な

ど
の
影
響
で
、
台
風
の
大
型
化

や
局
地
的
集
中
豪
雨
（
ゲ
リ
ラ

豪
雨
）、
大
雪
、
竜
巻
、
噴
火

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害

が
忍
び
寄
っ
て
い
ま
す
。

　「
い
つ
災
害
が
襲
っ
て
来
て

も
お
か
し
く
な
い
」
と
常
日
ご

ろ
か
ら
物
心
と
も
に
準
備
し
て

お
く
こ
と
は
自
助
力
の
向
上
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
次
の
災
害

が
起
こ
る
ま
で
に
、
防
災
に
つ

い
て
の
知
識
を
身
に
付
け
た
り
、

備
え
を
し
て
い
た
り
す
れ
ば
、

慌
て
ず
即
座
に
正
し
く
行
動
で

き
ま
す
。

　本
市
で
は
、

災
害
発
生
時
、

避
難
所
の
開

設
状
況
や
、

災
害
の
影
響
に
伴
う
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
情
報
な
ど
を
、
と
ち
ぎ
テ

レ
ビ
・
栃
木
放
送
・
FM
栃
木
な

ど
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
、
随
時
情

報
を
発
信
し
ま
す
。

■
防
災
情
報
メ
ー
ル
配
信

▽
配
信
情
報

　気
象
情
報
、
指

定
河
川
氾
濫
注
意
報
、
土
砂
災

害
警
戒
情
報
な
ど
の
気
象
情
報
。

▽
登
録
方
法

　市
携
帯
サ
イ
ト

（
右
の
QR
コ
ー
ド
）
か
ら
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
23
年
３
月
11
日
、
未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東

日
本
大
震
災
。
昨
年
９
月
に
も
台
風
に
よ
る
大
雨
被
害
が
あ

り
ま
し
た
。

　
自
然
の
猛
威
は
止
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
災
害
は
い
つ
発

生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
起
こ
り
う
る
災
害

の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
、
過
去
の
経
験
や
教

訓
を
ど
う
生
か
せ
る
か
、
改
め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎災害後に備えるために（二次持出品）　復旧までの数日間、最低3日間は自活できるように準備しましょう　
■食品　缶詰やレトルト食品、ドライフーズなど簡単調理で済むもの。チョコレートやあめ、梅干しなども。■水　飲
料水は大人1人当たり1日3リットルが目安。ペットボトルの他、ポリ容器に水をためておくと便利。■燃料　卓上こん
ろや固形燃料、予備のガスボンベなど。■その他　毛布、寝袋、洗顔用具、ラップ、食器類、使い捨てカイロ、ロープ、
工具類、マスク、トイレットペーパー、ドライシャンプーなど。

4

◎東日本大震災による本市の主な被害　■人的被害　負傷者9人。■建物被害　全壊9棟、半壊242棟、1
部損壊18,298棟。

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年

防 災 特 集

　本市では、東日本大震災で甚大な被害を受けた
いわき市の復興のため、職員を派遣しています。
平成24年4月～平成25年3月に派遣した上田英夫
係長（市街地整備課）と吉山徳夫総括主査（下水
道建設課）に話を聞きました。

　いわき市の被害は、死者461人、福島県全体として原
子力発電所事故による被害の印象が強いと思いますが、
津波による被害も大きく、いわき市の建物被害は仙台市
に次いで多いといわれています。私たちがいわき市に派
遣されたのは震災から1年後。がれきはほとんど片付けら
れ、建物の基礎だけが残り、さら地状態。小学校も被災し、
廃材が積み上げられた校庭を見た時は言葉を失いまし
た。
　被災した土地の地権者に対する意向調査業務などに
携わる中で、災害発生時の話をたくさん聞くことができま
した。津波が来たときは、すぐに避難した人と、そうでない
人とで、被害状況に違いがあったようです。大切なことは、
いつ、何時、災害があっても対応できる心構えをしておく
こと。「どうせ災害なんてないよ」と思わず、災害が発生
したらすぐに避難できるよう、事前の準備が重要です。
　宇都宮市内でも、災害で石塀が崩れる被害が多くあり

ましたが、住民同士、特に若
い人たちが中心となって片
付けをしている様子が多く
見られました。人と人とのつ
ながりが復興への大きな力
になるのではないでしょうか。

「心構え」で身を守り
「人と人とのつながり」で復興を

被災地のあの日・あの時
福島県いわき市

いわき市を訪ねよう
　被災から5年。復興
が着実に進み、今では
震災前のにぎわいを取
り戻しつつあります。
　そんないわき市には
「スパリゾート・ハワイ
アンズ」など、楽しい場所やおいしい食べ物
がたくさんあります。詳しくは、いわき市
観光情報サイトホームページhttp://kanko
u-iwaki.or.jp/をご覧になるか、いわき観光ま
ちづくりビューロー☎0246（44）6545へお問い
合わせください。
　いわき市をはじめ、東北の被災地を訪ね、
復興を応援しませんか。

1久之浜町久之浜字東町を海岸防潮堤付近から見る・右
（2011.4.10、佐川紘一氏提供）2豊間字柳町を「八幡神社」境内か
ら見る（復旧前)（2011.3.27、遠藤一利氏提供）3豊間字柳町を
「八幡神社」境内から見る（復旧後）（2015.3.3、いわき市撮影）

1

2 3

防災グッズ/
非常食の準備

家族の連絡手段/
集合場所の確認
避難所の確認

近所の人との連携
長い距離を歩ける

靴の準備
SNSサイトの活用
会社から自宅までの

地図の把握
その他

8,132人

4,811人

2,658人

2,420人

1,091人

579人

317人

1,942人

防
災
力
を
高
め
よ
う

自
助
・
共
助
・
公
助

危
機
意
識
を
高
く
持
ち

防
災
の
た
め
の
準
備
を

防
災
情
報
の

入
手
方
法

▲携帯サイト
QRコード

　避
難
す
る
と
き
に
持
ち
出

す
最
小
限
の
必
需
品
。
す
ぐ

に
取
り
出
せ
る
場
所
に
保
管

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

□その他
ヘルメット、マスク、上着・下着、タオル、軍手、紙
の食器、ライター、缶切り、ビニール袋、ティッシュ、
生理用品、紙おむつ、哺乳瓶、携帯トイレなど。

□懐中電灯
できれば1人に1つ用意。
予備の電池と電球も忘
れずに。

□携帯ラジオ
小型で軽く、AMとFM
の両方を聞けるものが
よい。予備の電池は多
めに。

□貴重品
現金、預・貯金通帳、
印鑑、健康保険証など。

□非常食・水
乾パンや缶詰など、火を通さずに食べられるもの。
水はペットボトル入りが便利。乳幼児がいる場合
は、粉ミルクも忘れずに。

□救急医療品
傷薬、ばんそうこう、解熱剤、風邪薬、目薬など。
常備薬があれば忘れずに用意。

最
低
限
そ
ろ
え
て

お
き
た
い
も
の（一次
持
出
品
）

ぜ
ひ
揃
え
て
お
か
な
け
れ
ば

い
け
な
か
っ
た
と
思
う
事
は
？

自治会に入ろう

隣近所で助け合える地域コミュニティ
自治会活動に参加しよう
　自治会は、住民に最も身近なコミュニティ組織と
して、防災・防犯などの生活に密着した活動をはじ
めとしたさまざまな活動を行っています。詳しくは、
25ページをご覧ください。
問みんなでまちづくり課☎(632)2900、市自治会連
合会事務局☎(632)2289

防災知識を身に付ける

わが家の防災マニュアル
　では、実際に災害が発生した場
合、具体的にどのような行動を取
り、どこに避難すればいいので
しょうか。本市では、自然災害別
の備え方や避難所、また非常持出
品や備蓄品などを掲載した「わが家の防災マニュア

ル」を発行しています。各地
域自治センター・地区市民セ
ンター・出張所などに置いて
ある他、市ホームページから
も閲覧できます。詳しくは、
危機管理課☎(632)2053へお
問い合わせください。

▲スパリゾート・ハワイアンズ
　フラガール

上田係長 吉山総括主査上田係長 吉山総括主査

災
害
に
強
い

　
　
暮
ら
し
方
を

災
害
に
強
い

　
　
暮
ら
し
方
を

■出典　ウェザーニューズ
社「東日本大震災」調査結果
■調査期間　平成23年3月
14日～4月10日
■調査人数　全国合計8万
8604人（被災地９３１６人）

　東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
上
の

図
）
を
見
る
と
、
日
ご
ろ
備
え

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
と
思
う
こ
と
は
、
「
防
災

グ
ッ
ズ
・
非
常
食
の
準
備
」
が

多
く
、
「
家
族
の
連
絡
手
段
・

集
合
場
所
の
確
認
」
「
避
難
所

の
確
認
」
が
続
き
ま
す
。
事
前

準
備
が
必
要
と
常
に
い
わ
れ
て

い
る
事
の
重
要
性
が
改
め
て
認

識
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
切
な
防
災
グ
ッ
ズ
・

非
常
食
の
準
備

被災地
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子力発電所事故による被害の印象が強いと思いますが、
津波による被害も大きく、いわき市の建物被害は仙台市
に次いで多いといわれています。私たちがいわき市に派
遣されたのは震災から1年後。がれきはほとんど片付けら
れ、建物の基礎だけが残り、さら地状態。小学校も被災し、
廃材が積み上げられた校庭を見た時は言葉を失いまし
た。
　被災した土地の地権者に対する意向調査業務などに
携わる中で、災害発生時の話をたくさん聞くことができま
した。津波が来たときは、すぐに避難した人と、そうでない
人とで、被害状況に違いがあったようです。大切なことは、
いつ、何時、災害があっても対応できる心構えをしておく
こと。「どうせ災害なんてないよ」と思わず、災害が発生
したらすぐに避難できるよう、事前の準備が重要です。
　宇都宮市内でも、災害で石塀が崩れる被害が多くあり

ましたが、住民同士、特に若
い人たちが中心となって片
付けをしている様子が多く
見られました。人と人とのつ
ながりが復興への大きな力
になるのではないでしょうか。

「心構え」で身を守り
「人と人とのつながり」で復興を

被災地のあの日・あの時
福島県いわき市

いわき市を訪ねよう
　被災から5年。復興
が着実に進み、今では
震災前のにぎわいを取
り戻しつつあります。
　そんないわき市には
「スパリゾート・ハワイ
アンズ」など、楽しい場所やおいしい食べ物
がたくさんあります。詳しくは、いわき市
観光情報サイトホームページhttp://kanko
u-iwaki.or.jp/をご覧になるか、いわき観光ま
ちづくりビューロー☎0246（44）6545へお問い
合わせください。
　いわき市をはじめ、東北の被災地を訪ね、
復興を応援しませんか。

1久之浜町久之浜字東町を海岸防潮堤付近から見る・右
（2011.4.10、佐川紘一氏提供）2豊間字柳町を「八幡神社」境内か
ら見る（復旧前)（2011.3.27、遠藤一利氏提供）3豊間字柳町を
「八幡神社」境内から見る（復旧後）（2015.3.3、いわき市撮影）
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防災グッズ/
非常食の準備

家族の連絡手段/
集合場所の確認
避難所の確認

近所の人との連携
長い距離を歩ける

靴の準備
SNSサイトの活用
会社から自宅までの

地図の把握
その他

8,132人

4,811人

2,658人

2,420人

1,091人

579人

317人

1,942人
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災
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た
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情
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入
手
方
法

▲携帯サイト
QRコード

　避
難
す
る
と
き
に
持
ち
出

す
最
小
限
の
必
需
品
。
す
ぐ

に
取
り
出
せ
る
場
所
に
保
管

す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

□その他
ヘルメット、マスク、上着・下着、タオル、軍手、紙
の食器、ライター、缶切り、ビニール袋、ティッシュ、
生理用品、紙おむつ、哺乳瓶、携帯トイレなど。

□懐中電灯
できれば1人に1つ用意。
予備の電池と電球も忘
れずに。

□携帯ラジオ
小型で軽く、AMとFM
の両方を聞けるものが
よい。予備の電池は多
めに。

□貴重品
現金、預・貯金通帳、
印鑑、健康保険証など。

□非常食・水
乾パンや缶詰など、火を通さずに食べられるもの。
水はペットボトル入りが便利。乳幼児がいる場合
は、粉ミルクも忘れずに。

□救急医療品
傷薬、ばんそうこう、解熱剤、風邪薬、目薬など。
常備薬があれば忘れずに用意。

最
低
限
そ
ろ
え
て

お
き
た
い
も
の（一次
持
出
品
）

ぜ
ひ
揃
え
て
お
か
な
け
れ
ば

い
け
な
か
っ
た
と
思
う
事
は
？

自治会に入ろう

隣近所で助け合える地域コミュニティ
自治会活動に参加しよう
　自治会は、住民に最も身近なコミュニティ組織と
して、防災・防犯などの生活に密着した活動をはじ
めとしたさまざまな活動を行っています。詳しくは、
25ページをご覧ください。
問みんなでまちづくり課☎(632)2900、市自治会連
合会事務局☎(632)2289

防災知識を身に付ける

わが家の防災マニュアル
　では、実際に災害が発生した場
合、具体的にどのような行動を取
り、どこに避難すればいいので
しょうか。本市では、自然災害別
の備え方や避難所、また非常持出
品や備蓄品などを掲載した「わが家の防災マニュア

ル」を発行しています。各地
域自治センター・地区市民セ
ンター・出張所などに置いて
ある他、市ホームページから
も閲覧できます。詳しくは、
危機管理課☎(632)2053へお
問い合わせください。

▲スパリゾート・ハワイアンズ
　フラガール

上田係長 吉山総括主査上田係長 吉山総括主査
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い
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暮
ら
し
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を

■出典　ウェザーニューズ
社「東日本大震災」調査結果
■調査期間　平成23年3月
14日～4月10日
■調査人数　全国合計8万
8604人（被災地９３１６人）

　東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
上
の

図
）
を
見
る
と
、
日
ご
ろ
備
え

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
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と
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う
こ
と
は
、
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グ
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」
が

多
く
、
「
家
族
の
連
絡
手
段
・

集
合
場
所
の
確
認
」
「
避
難
所

の
確
認
」
が
続
き
ま
す
。
事
前

準
備
が
必
要
と
常
に
い
わ
れ
て

い
る
事
の
重
要
性
が
改
め
て
認

識
さ
れ
て
い
ま
す
。
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被災地


